
 

 

開 催 日： 令和５年３月１３日（月）～２１日（火） の中で指定日時 

会    場： 本校は全てオンライン開催で出場 

結果発表： 令和５年６月上旬 

 

「ノーベル奨励賞」  
受賞者： 太田 翔、 市丸 智規 （数理探究科３年（発表時２年）） 

発表題： 「五島産カワヨシノボリの表現型と生殖的隔離について」 

 

  「リケジョ奨励賞」 

受賞者： 山口 さや、 田平 志穂 （数理探究科３年（発表時２年）） 

発表題： 「オカミミガイの産卵期と食性について」 

 

  本校からは数理探究科・理科部から計１０演題が出場し、２年次までの

研究成果を、大学の先生複数名に審査委員としてオンラインでの発表を

聴いていただきました。 ３年生になり、６月に審査結果が届き、７月末に賞

状が届きました。 

うち２演題が、「ノーベル奨励賞」、「リケジョ奨励賞」を受賞しまし

た。 オカミミガイの研究班は、他の研究発表も含めて初の受賞となり、大

変喜んでいました。 

第５回高校生サイエンス研究発表会 
（学校法人都築学園 第一薬科大学 主催） 

「ノーベル奨励賞」（5～9位相当） 

「リケジョ奨励賞」（12位相当）

Ｗ受賞 !! （全体 243演題中） 


